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った．国外では，Dearing(2010)らが開発した対人関係尺度(Self- Assessment of the 







る尺度を開発することである．その為，第 1研究として「Self-Assessment of the 
Interpersonal Relationship Scale 日本版(SAIRS-J)」を作成し，第 2研究として日本の
看護学生にも理解しやすい良好な患者－看護学生関係を形成する能力を評価する尺度を作
成する． 







 稲田(2015)による尺度翻訳に関する基本指針で解説されている ISPOR (International 







調査の対象者は，看護系大学 1校に依頼し，初めての基礎看護学実習が終了した 1 年生か
ら,統合看護学実習を終了した 4年生までの学生とした． 
4)分析方法 













った 2項目を削除し，再度因子分析を行い最終的に 23項目を採用した． 
第 1因子は＜患者の問題解決に必要な基礎的スキル＞，第 2因子は＜患者との対人的な
プロセスに関わる心構え＞，第 3因子は＜患者の意思決定を支援する基礎的スキル＞と命
名した．この 3因子 23項目からなる質問項目を，Self-Assessment of the 
















査では，看護系大学 5校の 1～4年生とした． 
4) 分析方法 
予備尺度は，項目ごとの Item-CVIは.78以上を妥当性があるとした．統計処理には





































































発について報告するものである。第 1研究として「Self-Assessment of the Interpersonal 










第 1 次研究では、Dearing (2010)らが開発した SAIRS をもとに、日本版 SAIRS-J を作成するこ
とを目的とし、稲田 (2015)による尺度翻訳に関する基本指針で解説されている
ISPOR(International Society for Pharmacoeconomics and Outcomes Research) タスクフォースによ
るガイドラインに従って推奨される 10の手続きに従って翻訳を行った。<患者の問題解決に必要な
基礎的スキル><患者との対人的なプロセスに関わる心構え><患者の意思決定を支援する基礎的
スキル>の 3 因子 23項目からなる質問項目を、Self-Assessment of the Interpersonal Relationship 
Scale 日本版(SAIRS-J)とした。確証的因子分析で、3因子モデルとした場合の適合性は、GFI=. 
791、AGFI=. 746、CFI=.837、RMSEA=.086 であった。  
第 2 次研究では、患者-看護学生関係自己評価尺度を作成し、その信頼性と妥当性を検討し
た。患者-看護学生関係自己評価予備尺度の作成し、A県内の大学院教員 5 名と博士後期課程
の院生 5名を対象とし、Content Validity Index を調査した。次に、患者-看護学生関係自己評価
尺度の信頼性・妥当性の検討として、看護系大学 5 校で調査を実施し、各因子の Cronbach's α
係数は、81～.86, 項目全体では.92 であり、内的整合性は 概ね確保していると判断した。また再
テストにおける相関係数は r=.66(p<.01)であり概ね安定性も確認できた。確証的因子分析におい




の対人的なプロセスに関わる心構え>第 2因子<対象の問題解決に必要な基礎的スキル>第 3 因
子<対象との関係成立に必要なコミュニケーションスキル>という 3 つの共通因子が見いだされた。  
博士前期・後期課程の研究のすべての過程において、良好な患者-看護学生関係とは何かとい
うテーマについて、 誠実に取り組んでいた姿勢は高く評価できる。今後、対象者数を増やすこと
や、実際に教育に活用することをとおし て、さらに追及することを期待する。  
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